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　　2009地域ミニマム運動
【2008年度 賃金実態調査結果　－集計出力表の見方－】
○出力表一覧（表紙）
　県集計の出力結果の表紙には、出力表一覧が添付してあります。表側には集計対象の区分(業種、企業規模、単組等)を、表頭には集計の種類をそれぞれ表示しており、○印のついている欄の表を出力しています。
○地域ミニマム運動・回収組合一覧表
　組合全体集約票(Ｃ票回答票またはデータで提出されたもの)の記入内容を、一覧表にしています。
　業種コードは、１が「製造業」、２が「交通・運輸業」、３が「商業・サービス業・その他」です。
　企業規模は、従業員数あるいは組合員数の人数の多い方を基準にしており、１が「30人未満」、２が「30～99人」、３が「100～299人」、４が「300人以上」です。
　なお、回答者の業種別、規模別集計表は、別表にして掲載してあります。
○組合別平均賃金表
　今回、集計に使用したデータの人数と年齢、勤続年数、および基準内賃金の各平均値を、全産業計と単位組合ごとにそれぞれ性別に示してあります。
　注）．この「組合別平均賃金表」の人数と、前述した「地域ミニマム運動・回収組合一覧表」の回収数が一致しない場合があります。これは、「地域ミニマム運動・回収組合一覧表」が組合全体集約票(Ｃ票)の記入内容を記載しているのに対し、「組合別平均賃金表」は有効回収データの情報を出力しているためです。
○年齢別賃金階級別人員分布表
　年齢別賃金階級別に人員の分布を出力しています。
　表側には、基準内賃金を10万円以上（ただし、「10万円」には９万円から10万円未満のデータを含み、９万円未満は集計から除外）から、70万円以下までを１万円刻みで区分しました。表頭には年齢をとり、15歳から65歳以上までを１歳刻みで表示してあります。
　図表の左上には、人数、平均年齢、平均勤続年数、平均基準内賃金が示してあります。また、“１次回帰式による基準内賃金の１歳あたり上昇額”が表示してあります。これは、20歳から40歳までの全データについて、年齢と賃金との関係を１次回帰した場合の直線の‘傾き’のことです（回帰については、以下の年齢別賃金特性値表で記述）。
　また、この「年齢別賃金階級別人員分布表」には、各都道府県計(全産業、男女計)の第１四分位と第１十分位の１次回帰と３次回帰の結果を線グラフで示してあります。３次回帰は18歳から55歳までを３次曲線で、１次回帰は20歳から40歳までを直線で描いています。
○年齢別賃金特性値表
　基準内賃金の平均値、最小値、第１十分位、第１四分位、中位数、第３四分位、第９十分位、最大値がそれぞれ年齢別に表示されています。ちなみに、基準内賃金を低い方から順に並べた場合、低い方から10％目にあたる値を第１十分位、25％目にあたる値を第１四分位、ちょうど真ん中(50％目)の値を中位数、以下同様に、75％目の値を第３四分位、90％目の値を第９十分位とよんでいます。
　対象件数が100件以上の場合は、これらの値に加えて、第１十分位と第１四分位、中位の値をそれぞれ年齢で回帰した３次回帰と１次回帰の回帰値が表示してあります。３次回帰式は18歳から55歳まで、１次回帰式は20歳から40歳までのデータから算出しています。回帰式は表の下に示してあります。
　ここで簡単に、回帰式をもとに回帰について説明しましょう。
　　　Ｙ＝賃金
　　　Ｘ＝年齢
とし、賃金Ｙを１次式で示すと、
　　　Ｙ＝ａＸ＋ｃ　　　　　ａ：傾き
　　　　　　　　　　　　　　ｃ：定数
となります。賃金は年齢との関係で決まっている、といった仮説をたてています。３次式で示すと、
　　　Ｙ＝ａ１Ｘ３＋ａ２Ｘ２＋ａ３Ｘ＋ｃ(定数)
となります。つまり、賃金Ｙは、年齢Ⅹの３乗＋年齢Ⅹの２乗＋年齢の関係で決まっているという仮設をたて、それぞれの係数(ａ１、ａ２、ａ３、ｃ)を算出するのです。一般的に、回帰計算は変数を増やすとあてはまりが良くなります。また、２次式以上の回帰線を図にすると、曲線になります。
　また、残差とは、回帰値と実際の値(第１四分位と第１十分位)との差のことです。
　表の下には決定係数のＲ2(表ではＲ^2と表示)の値があります。これは、回帰式のあてはまりの程度を示し、Ｒ２の値が１に近いほどあてはまりが良いことになります。特に決まりはありませんが、0.8以上は非常に良い、0.6以上はかなり良い、0.4以上はある程度良い、0.4未満は良くないと考えて下さい。
　ここで具体例を示しましょう。
　年齢別賃金特性値表の下に四分位回帰１次式として、
　　　　　Ｙ＝1.7476Ｘ＋110.36
といった式が記載されているとします。この回帰式をもとに、35歳の第１四分位の回帰値を算出してみましょう。
　Ⅹには35を代入すればよいわけですから、
　　　　　Ｙ＝（1.7476×35）＋110.36
　　　　　Ｙ＝171.526
となり、１次回帰では35歳の第１四分位は、171,526円と計算されます。
　次に、３次回帰について具体的に示しましょう。四分位回帰３次式として、
　　　　　Ｙ＝0.00354019Ｘ３－0.371658Ｘ２＋14.1672Ｘ－21.53
といった式が記載されているとします。この回帰式をもとに35歳の第１四分位の回帰値を算出してみます。１次回帰を求めた時と同様に、Ⅹには35を代入します。
　　　　　Ｙ＝0.00354019×353－0.371658×352＋14.1672×35－21.53
　　　　　Ｙ＝170.8265963
　このように、回帰式に年齢をあてはめれば、35歳の第１四分位の回帰値は、170,827円と求められます。
　このような回帰式のあてはまり程度を、Ｒ2の値から判断してみましょう。
　１次回帰は0.8150、３次回帰は0.8501と、いずれも0.8以上です。従って、あてはまりの程度は、それぞれ非常に良いということになります。
○年齢別特性値図
　これは、15歳から59歳までの第１十分位から第９十分位までの特性値を、箱ひげ図で示しました。図の網掛けの範囲に50％の人が属していることを表しています。また、箱の上下の範囲内には80％の人が入っています。
○特性値と回帰線
　特性値を□(第１十分位)と●(第１四分位)で示し、同時に１次回帰線を黒で、３次回帰線をグレーで表しました。
○年齢別勤続年数別平均賃金表／人員表
　表側に年齢を、表頭に勤続年数をとり、年齢・勤続年数ごとの各欄に基準内賃金の平均値を示したものが「年齢別勤続年数別平均賃金表」で、人員を示したものが「年齢別勤続年数別人員表」となっています。
○年齢階層勤続年数階層別平均賃金表
　表側は年齢階層で、表頭は勤続年数階層です。前記の表は、１歳、１勤続年数ごとの表であるのに対し、この表は年齢と勤続年数を大くくりにしてわかりやすくしたものです。この階層区分は、賃金センサスと同様にしてあります。なお、上段は平均基準内賃金、下段は人数です。
○高卒標準者等
　表紙には「高卒標準者等」とありますが、具体的には、高卒標準者について年齢別に平均基準内賃金と件数を示した「高卒標準者」の表と、勤続０年の人について年齢別に平均基準内賃金と件数を示した「勤続０年賃金」の表、および35歳の人について勤続年数別に平均基準内賃金と件数を示した「35歳実在者」の表となっています。
　　注）．本調査では組合員の学歴については聞いていませんので、「高卒標準者」は年齢と勤続年数の関係から判断しています(18歳なら０年、35歳なら17年)。従って、中卒者が一部含まれている場合がありますので、その点には留意する必要があります。
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